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研究実績 

の概要 

本研究では、ソフトウェアの不具合を効率的に除去するために、リリース前で不具合が

含まれそうなソースコードを特定する技術の改善に取り組む。 

ソフトウェアから継続的に収益を得るためには、ユーザの品質に対する期待に応えるこ

とが重要である。不具合を含む可能性が高いモジュール（ソフトウェアの部品）は優先

的にチェックできることが品質確保の観点から望ましい。従来、リリース前に不具合を

含む可能性が高いモジュールを予測する研究、リリース後の不具合報告から原因となる

モジュールを特定する研究がそれぞれ行われてきた。 

従来研究では、メトリクス（変更行数や識別子の数）を予測・特定に用いていたが、近

年では、不具合予測、不具合箇所特定に埋め込み表現技術を適用する研究が行われ始め

ている。埋め込み表現技術は単語やデータの構造などを機械学習モデルで利用しやすい

多次元の数値ベクトルに変換する手法の総称である。 

 

本研究では、従来メトリクスに加えて埋め込み表現技術を併用した場合に、不具合予測

の性能にどのような変化が生じるか評価した。ソフトウェア工学の分野では、実際の開

発プロジェクトで収集されたデータを用いて提案手法を実証的に検証することが一般的

になっている。本研究もこの方針に従い、実際の開発プロジェクトで収集されたソース

コードとその更新履歴から収集できる埋め込み表現とメトリクスを組み合わせた。ソー

スコードの更新履歴に関する情報を細粒度で収集したデータが必要であるが、先行研究

で収集されたデータを用いた。 

本課題では埋め込み表現技術の有効性が主眼である。特に、埋め込み表現を得るため

に行われる事前学習で用いられるデータの違いが大きく影響する。そこでソフトウェア

開発に関する質問サイトである Stack Overflowで学習した埋め込み表現と、Google 

Newsで学習された埋め込み表現を比較評価した。なお、ここでは自然言語に関する埋

め込み表現技術をソースコードに適用している。具体的には、ソースコードに出現する

識別子を自然言語とみなす。 

不具合の中でも近年特に重要視されている脆弱性に関する不具合に着目して、これ

らの埋め込み表現と、従来型のメトリクスと組み合わせた場合の予測性能の変化につ

いて評価した。その結果、(1) 一般的な語彙で学習された埋め込み表現の方が予測に

役立っていること、(2) 従来型のメトリクスと組み合わせることで一定の性能向上は

見られたが、統計的優位な変化でないこと、が明らかとなった。 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

今後の研究としては、利用するメトリクスの種類を増やすこと、自然言語の埋め込

みに加えて、ソースコードをグラフ表現とみなす埋め込み表現などを用いた実験・評

価が考えられる。 
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